











































今回はできるだけ多くの方に， 時代順に発表していただいた， 盛り ，発
接触の少ない研究者が多かった
<の質問と意見が出され,刺激的
討論を常に打ち切らねばならない状態であった。 日頃，
，多広い見地から各自の学問と調査で抱える問題が整理されたこともあり，が．
な研究交流が行われた。各地から参加された方達は観光都市金沢を楽し む余裕もなく。 日中は研究会に没頭いた
研究会の準備から発表にだいた。来年は６月末の金曜，土曜に， 同様の研究会を開催したいものと望んでいる。
至るまでお世話になった関係者の皆様， 発表の要旨をラーフ イダーン紙上に掲載された国士舘大学に感謝。
